
旗竿敷地の家

この敷地は旗竿敷地で、東恨」と南恨」を近接した

隣家に囲まれています。北恨」は現在空いていま

すが、近しヽ将来、家が建つことになるでしょう。

西倶」は児童公園ですので空しヽてしヽますが、公園

の南倶」に近接して3階 建てのマンションが建つて

います。また、西恨」ですので、逆に西日の影響

を強く受けてしまうかもしれません。ただし、

隣家に囲まれてしまう敷地で、唯一の空間の抜

けとなりますので、貴重です。

このようなことを配慮し、建物を計画しました。

ます、曽通とは逆に建物を南側に寄せて建てま

す。南側に空きをとつても良しヽスペースになる

とは思えません。逆に北倶」に空きを取ります。

北倶」に新しく建つ家は、多合、北恨」に寄せ、南

恨」に空きを取つて建てられると思います。その

空きスペースとこの北倶」の空きをあわせると、

広めの空きスペースをとることができます。北

倶」高度斜線の影響を緩禾□することもできます。

南倶」からの192階 の国照を期待することはでき

ません。また、隣家からプライバシーを守る意

味もあり、窓はスリット状にしてしヽます。これ

らの窓は、圧迫感を取り除くためと、通風用で

す。

ではどのようにして良好な屋内環境を作るのか

というと、その秘密は家の中心を縦に員くソー

ラーテム三―と、3階 のソーラールームにありま

す。

ソーラーチムニーで上昇気流を作り、家全体に

風の流れを発生させます。ソーラーチム三―は

上部からの光を家全体に行き渡らせる、光の井

戸でもあります。

3階のソーラールームは遮られる物なしに空を望

むことができる、外のような屋内空間です。無

には太陽光線をたっぶりと取り入れ、それによ

つてB麦められた空気を、ファンで床下に送り、

床下蓄熟します。同時に、B衰かい空気を家全体

に循環させます。

冬の夜は、床下に蓄熱された熱の放劉によって、

寝窒を8差めます。

旗竿敷地は条件の良い敷地ではありません。防

犯上も配慮が必要になります。しかし、ひとつ

だけ旗竿敷地ならではの魅力的な空間がありま

す。それは竿の部劣です。この部劣が家までの

ちょつとしたアプローチ空間になります。

この空間をうま<演 出することによって、この

家をものすごく魅力的にすることができます。

クリスマスの電飾を飾つたり、ガーデエングを

施したり、いろいろ楽しむこともできます。
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建築計画

この家は3階建てです。しかし、基本的な生活機能は2階まで

で収めてあります。家の中心となる郡劣を最も条件の良い場所

に配するのが基本です。敷地条件から可階部分にそれを求める

ことはできません。そこで、家の中心となるLDKお よびスタデ
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設備ニッチ :

設備コントローラーなど
設備類をまとめます。
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太陽光発電パネル

面積表

敷地面積

1階

2階

3階

延面積

建蔽率

容積率

19 9 . 1 3甫

77.22百

76.33甫

25.67甫

179.22百

(54.21坪 )

41.59%

90.00%

断面図 1/100



太陽光パネル設置スペース

太陽光′ヾネル設置スペース

太陽光パネル設置スペーヌ
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太陽光ブヽネル設置スペース

ソーラーチムニーとソーラールームによる
ソーラーシステム

夏 :昼間 夏 :夜間

デヒ

立面図 1/200

夏 :夜間

太陽の日射を庇で防ぎ、でき

るだけ室内に直列日光が入ら

ないようにします。

ソーラーチムニーによって上

昇気流を発生させ、屋内に風

を通します。

ツーラーテム三―による通風

を使いながら、放射冷却など

で冷やされた空気をファンで

強制的に床下に送り、蓄冷し

ます。

同時に、冷気を建物全体に循

環させます。

太陽光をソーラールームにた

つぶりと取り入れ、暖められ

た空気をファンで強制的に床

下に送り、蓄熱します。

同3きに、暖気を建物全体に循

環させます。

ソーラーチムニー上音ほから換

気を行います。

昼間に床下に蓄勲された熱の

輻射によって、イ階寝窒を床下

から温めます。
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ソーラーチムニー
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